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プレス発表資料
■発表日　　
2006年12月21日（木）　PM2：00～PM3：30

■開催場所　
株式会社ゴールドウイン　1階「アレナホール」　

〒150-8517　渋谷区松涛2-20-6

■登壇者
山口　昇士　（箱根町長）




滝川　次郎　（有限会社パワースポーツ　代表取締役）　




渡辺　貴生　（株式会社ゴールドウイン　（取）アウトドアスタイル事業本部長）　




鏑木　毅　（アスリート）




横山　峰弘　（アスリート）




石川　弘樹　（アスリート）
有限会社パワースポーツ　TEL0467-38-3160

小田原箱根商工会議所箱根青年部　TEL0460-5-6245

株式会社ゴールドウイン　TEL03-3481-7282
THE NORTH FACEエンデュランス50K　OSJ箱根トレイルレース2007　開催
「THE NORTH FACEエンデュランス50K　OSJ箱根トレイルレース2007」が

2007年5月27日(日)神奈川県箱根町の全面協力のもと開催することが決定しました。
■ここ数年、トレイルランニング愛好者は増加の一途をたどっています。

オンロードとは違い、トレイルランニングは自然の山々がコースとなり、新鮮な空気を吸いながらマイナスイオンを一身に浴び、オンロードよりも足腰の負担が少なく、身体に優しいことが人気の理由です。

日本山岳24時間耐久レース、富士登山競走、北丹沢山岳耐久レースなどトレイルランニングレースの参加者も急増しています。

しかしながら、まだまだレース数が少なく、アウトドアスポーツ愛好者やアウトドアスポーツ業界関係者からは、絶好のロケーションでのレース開催が熱望されていました。

そこで、都心からも近く、圧倒的な知名度のある箱根の山々でのトレイルランニングレース開催を模索して参りました。その願いが叶い、ついに2007年5月27日（日）箱根町の全面協力のもと「THE NORTH FACEエンデュランス50K　OSJ箱根トレイルレース2007」の開催が決定致しました。

■大会開催概要■

○大会名
THE NORTH FACEエンデュランス50K　OSJ箱根トレイルレース2007　

○開催場所
神奈川県箱根町

○開催日
2007年5月27日（日）　AM6：00スタート

○距離

約50Km

○参加者数
2,000名

○参加資格
15歳以上の健康な男女

○コース

宮城野～明星ヶ岳～明神ヶ岳～金時山～長尾峠～三国山～海ノ平～

（湖畔トレイル）～湖尻～駒ケ岳～早雲山～強羅～彫刻の森美術館

○制限時間
14時間　　
第一関門［長尾峠］　6時間

　　　　　　　　　　　　　　

第二関門［湖　尻］
11時間

○主催

OSJ箱根トレイルレース実行委員会

○特別協賛
（株）ゴールドウイン

○協賛

パワーバー、その他

○協力

箱根町、小田原箱根商工会議所箱根青年部

○運営企画
パワースポーツ

■THE NORTH FACEエンデュランス50K　OSJ箱根トレイルレース2007の特徴■

1．箱根トレイルならではの絶好のロケーション

　宮城野をスタートし、明星ヶ岳、明神ヶ岳、金時山、丸岳、三国山、山伏峠の古期外輪山を経て、芦ノ湖畔のトレイル、そして駒ケ岳、箱根山最高峰の神山を越え、強羅から彫刻の森に至るという箱根山系の名所を巡る最高のロケーションの中で行なわれます。天気がよければ雲上に富士山、眼下に駿河湾、芦ノ湖、箱根の町並みと360度のパノラマが広がる素晴らしい景色に出会うことが出来ます。

2．首都圏から近く交通アクセスは抜群。もちろん温泉は言うことなし

　首都圏に近い上、交通が四通八達し、非常にアクセスがよい箱根町。東海道本線、新幹線、御殿場線、大雄山線、小田急線、そして箱根登山鉄道と首都圏のみならず地方都市からも多くの参加者が見込まれます。国内はもちろんのこと、海外でも有名な箱根の温泉はレース後の疲れた身体を癒してくれます。

3．日本山岳耐久レース「長谷川恒男カップ」に匹敵する規模で開催

　2007年1月より募集を開始し、参加者は海外選手を含め約2,000名を予定しています。前日の受付会場となる「彫刻の森美術館」は、ザ･ノース･フェイスを中心に多くのアウトドアスポーツ関連のブースが出展されます。そして、アウトドアスポーツフェスティバルとして参加者のみならず、訪れた方々が楽しめるイベントを開催する予定です。

4．トレイルレースとしては取材がしやすい絶好の環境

　古期外輪山、特に長尾峠から芦ノ湖畔までは、芦ノ湖スカイラインに平行してトレイルコースが走っているため、選手を横目に取材することが出来ます。また、駒ケ岳、神山はロープウェイにてアクセスすることができます。ぜひとも報道各社のみなさまの取材をお待ちしております。

5．環境に配慮した大会

　レース前後の清掃登山、トレイルメンテナンスの実施だけでなく、エイドステーションでの使い捨てカップの廃止など省資源、省エネルギーに努め環境に配慮した大会を運営します。

また、参加費の一部で「箱根トレイル基金」を立上げ、地元の自然環境保全活動に寄付いたします。

6．国際大会を目指して

　歴史と文化に根ざした日本を代表するリゾート地｢箱根｣ブランドを国内外にアピールし、世界のランナーに愛される国際大会としての発展を目指します。その第一歩としてザ・ノース・フェイス　アスリートをアメリカ、ヨーロッパから招致します。その他にもアジア、オセアニアからの参加表明がすでに届いております。

また、日本在住外国人の方にも数多く参加していただけるように、会場にはバイリンガルスタッフを配置し内外に開かれた大会を目指します。

7．THE NOTH FACE 特別賞

　ザ･ノース･フェイス特別賞として男女優勝者を2007年8月24-26日に開催される「THE NORTH FACE ULTRA-TRAIL TOUR DU MONT-BLANC（ツールドモンブラン）」にご招待いたします。ツールドモンブランはシャモニーをスタート/ゴールとし、ヨーロッパアルプス最高峰モンブランを周回するトレイルランニングレースです。毎年3,000人のランナーが参加するこのレースはフランス、イタリア、スイス3カ国に跨る158kmのコースを48時間以内に走破するヨーロッパを代表する国際レースです。このレースにザ・ノース・フェイス　アスリートと共に日本代表選手として参加していただきます。

「トレイル最高！　景観抜群！　都心に近し！　温泉良し！」

どれをとっても文句なしのTHE NORTH FACEエンデュランス50K　OSJ箱根トレイルレース2007。

箱根町は2,000名のトレイルランナーをやさしく迎え入れてくれます。


このリリースに関するお問い合わせ

有限会社パワースポーツ　滝川、中村　TEL0467-38-3160

小田原箱根商工会議所箱根青年部　TEL0460-5-6245
株式会社ゴールドウイン　アウトドアスタイル事業本部　TEL03-3481-7282

箱根町のご紹介

人口　　13,977名　[男性　6,652名／女性　7,325名]

世帯数　6,812

面積　　92.82平方キロメートル［東西　13.53平方キロメートル／南北　12.82平方キロメートル］
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箱根町は神奈川県の南西部に位置し、東京から約80キロメートルに距離にあり、北は南足柄市、東は小田原市、南は湯河原町、西は静岡県3市2町と接しています。

　箱根町の地勢は、富士火山帯に属する箱根火山によって形成される典型的な複式火山で、その地形は複雑をきわめ、その中に河川・湖沼・草原を配した一大自然美を展開しています。
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箱根町に人が住み始めたのは、約1万2,3千年前の先土器時代後期といわれ、7,8千年前の縄文時代早期頃には、宮城野付近の河岸段丘上に集落ができ、約2千年前の弥生時代中期になると、古芦ノ湖の仙石原部分が湿地化し、農耕民が住み始めたようです。

　箱根山に公道が開かれるのは、鎌倉時代、湯本から三島に抜ける湯坂道が最初で、江戸時代の初期には、湯本から畑宿を経て箱根に通ずる東海道が出来ます。後世に「天下の険」といわれる箱根山の往来は困難を極めたもので、徳川幕府は箱根を自然の要塞とみて芦ノ湖畔に関所を設けます。以後、箱根は交通の要衝として、関所を中心に宿場町へと発展することになります。
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　　箱根八里と箱根関所は、旅人を随分悩ませたようですが、箱根七湯といわれた豊かな温泉は魅力でした。江戸時代後期になって、温泉場での宿泊が「一夜湯治」の形で旅人にも定着するようになると、箱根は伊勢講・富士講など、庶民の旅で大変な賑わいを見せるようになりました。

　明治時代になって関所が廃止され、現在の国道1号線の原形となる幹線道路が開通します。交通が便利になるに伴って、箱根は湯治場としてだけではなく、避暑地としても有名になり、さらには外国人にも愛され、別荘も建てられるようになります。大正時代に入ると、箱根登山鉄道が湯本から強羅まで開通します。

　1936年（昭和11年）に箱根は富士箱根伊豆国立公園に指定され、四季折々の美しい自然景観や豊かな温泉、また、電車・バス・ロープウェイ・遊覧船などの乗り物と多様な楽しみを提供する観光施設を備えた近代的な観光リゾート地として、年間2千万人近くの観光客を迎える国際観光地として発展しています。
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春・・・・
水が温み、桜のつぼみが春を待ちきれずにほころびはじめます。やがて、満開の桜が箱根の春を鮮やかに彩ります。5月になれば、燃えるようなツツジと、まぶしい新緑の樹々がやすらぎを運びます。

夏・・・・
うっそうと繁った森の中から、セミの声がひっきりなしに。遠くで笛や太鼓の音。夜には花火が舞い上がり、祭りもたけなわに。昔も今も変わらない、懐かしくもにぎやかな箱根の夏があります。

秋・・・・
秋の紅葉に魅了されて多くの人が箱根を訪れます。

秋色に染まった箱根の景色は、都会の日常を忘れさせてくれるような不思議な魅力を持っています。箱根大名行列がまちをねり歩くと、冬はもうすぐです。

冬・・・・
湯けむりが立ちのぼる、静かな箱根の冬。ゆっくりと名湯につかりながら見る冬景色も格別。箱根の湯は、心ゆくまで温めてくれます。
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